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Fig．11　Transient　responses　after　step　change　of　load　torque
　　　　　　　　to　9（N－m）atα＝0．5．
from　8（N－m）
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．Fig．12　Transient　responses　after　step　change　of　Ioad　torque　from　4．（N－m）
　　　　　　　　　to　5（N－m）atα＝0．3．
42 チョッパ駆動直流直巻電動機系の線形サンプル値モデル
サンプル値モデルが，非線形系のふるまいをどの程度
正確iに記述するか検討するため，負荷トルクに対する
ステップ応答を求める．その結果をFig．10～12に示
す．Fig．10は，α＝0．5のとき負荷トルクを4（N－m）
から5（N－m）に増加したときの応答であり，線形モ
デルは⑲，⑳式より求めた．負荷トルク及び通流率を
変えたときのステップ応答をそれぞれFig．11，　Fig．
12に示す．負荷トルクの増加，あるいは通流率の減少
に伴い速応性が良くなることが判る．これは，Fig・
8，Fig．9の固有値の傾向より予測できることであ
る．線形モデルによる応答は，（7）式を直接数値積分し
た非線形モデルと良く一致し，これより線形モデルの
妥当性が確認できる・
6．あとがき
　非線形微分方程式で記述されるチョッパ駆動直流直
巻電動機系の定常周期解をNewton法を用いること
により，短時間で求めることができた．その結果と実
測値との比較を行い満足のいく結果を得た．次に，定
常周期解に関する線形サンプル値モデルを導出し系の
安定性及び過渡特性を定量的に把握できるようになっ
た．その結果，通流率が大きい程，あるいは負荷トル
クが小さい程速応性が悪化することが明らかとなっ
た．
　尚この研究は，文部省科学研究費（一般研究C，課
題番号57550176）の補助を受けて行なわれたことを付
記する・
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